
Cisco IME サーバのインストールと設定

この章では、Cisco IntercompanyMediaEngineサーバのインストールと設定について説明します。
インストール手順を開始する前に、インストールについての指示すべてをよく確認してくださ

い。
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システム要件
インストールを進める前に、次の要求事項と推奨事項について考慮してください。

• Cisco Unified CommunicationsManagerサーバで、Cisco Unified CommunicationsManagerソフト
ウェアの互換性のあるバージョンが実行されていることを確認します。次の URLにある
『Cisco Unified Communications Manager Software Compatibility Matrix』を参照してください：

http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/voice_ip_comm/cucm/compat/ccmcompmatr.html。

• Cisco Unified Communications Managerサーバで NTPが有効になっていることを確認します。
NTPステータスを確認するには、Cisco Unified Communications Managerコマンドラインイン
ターフェイスにログインし、utils ntp statusと入力します。
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•既存のサーバにインストールする場合、ハードドライブはフォーマットされ、ドライブ上に
存在するデータすべてが上書きされることに注意します。

•バックアップ電源によってシステムを保護できるよう、サーバが無停電電源装置（UPS）に
接続されていることを確認します。このようにしなかった場合、物理メディアに損傷が生じ

て Cisco Intercompany Media Engine（Cisco IME）の新規インストールが必要となる可能性が
あります。

CiscoIMEノードでUPSシグナリングを自動的にモニタし、電源喪失時にグレースフルシャッ
トダウンを自動で開始させるには、特定の UPSとサーバモデルの使用が必要です。サポー
トされるモデルと構成の詳細については、『ReleaseNotes forCisco IntercompanyMediaEngine』
を参照してください。

•スタティック IPアドレスを使用してサーバを設定し、サーバが固定された IPアドレスを得
られるようにします。

•インストール中、このサーバで DNSを有効にし、NTPを設定する必要があります。

•インストール中は、設定作業を実行しないでください。

•インストールが完了するまで、シスコで検証済みのアプリケーションをインストールしない
でください。

•サーバモデル 7825 I3（160 GB SATAディスクドライブ）のディスクミラーリングには、約
3時間かかります。

•インストールを進める前に、次の情報を注意深く読んでください。

よくある質問

インストール

インストールにはどのくらい時間がかかりますか。

サーバタイプによりますが、インストール前後の作業を除いたインストールプロセス全体

で 20～ 30分必要です。
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どのユーザ名およびパスワードを設定する必要がありますか。

インストール中、次のユーザ名とパスワードを指定する必要があります。

•管理者アカウントのユーザ名とパスワード

次の領域へのログインには、管理者アカウントのユーザ名とパスワードを使用します。

•ディザスタリカバリシステム

•コマンドラインインターフェイス

管理者アカウントのユーザ名とパスワードを指定するには、次のガイドラインに従い

ます。

•管理者アカウントのユーザ名：管理者アカウントのユーザ名には、英数字、ハイ
フン、アンダースコアを使用できますが、先頭は英字にします。

•管理者アカウントのパスワード：管理者アカウントのパスワードは、最低 6文字
とし、英数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。

コマンドラインインターフェイスを使用して、管理者アカウントパスワードの変更や

新規管理者アカウントの追加が行えます。詳細については、『Cisco IntercompanyMedia
Engine Command Line Interface Reference Guide』を参照してください。

•セキュリティパスワード

セキュリティパスワードは最低 6文字とします。英数字、ハイフン、アンダースコア
を使用できます。
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強度の高いパスワードとはどのようなパスワードですか。

インストールウィザードは、入力されたパスワードの強度をチェックします。強度の高い

パスワードを作成するには、次の推奨事項に従います。

•大文字と小文字を混在させる。

•英字と数字を混在させる。

•ハイフンやアンダースコアを含める。

•短いパスワードよりも長いパスワードの方が強度が高く安全である。

次のようなパスワードの使用は避けます。

•固有名詞や辞書にある単語など、認識可能な単語は使用しない（数字と組み合わせた
場合も含む）。

•認識可能な単語を反転させたものは使用しない。

• aaabbb、qwerty、zyxwvuts、123321のようにパターン化された単語や数字は使用しな
い。

•他の言語で認識可能な単語は使用しない。

•いかなるものにしろ、誕生日、郵便番号、子供やペットの名前のような個人情報は使
用しない。

Cisco Unified Communicationsアンサーファイルジェネレータとは何ですか。

Cisco Unified Communicationsアンサーファイルジェネレータは、Cisco Intercompany Media
Engineの無人インストールのアンサーファイルを生成するWebアプリケーションです。個
別のアンサーファイルが USBキーまたはフロッピーディスクのルートディレクトリにコ
ピーされ、Cisco Intercompany Media Engine DVDと共にインストール処理中に使用されま
す。

このWebアプリケーションは次のサポートと情報を提供します。

•データエントリの構文検証

•オンラインヘルプと資料

•新規インストールのサポート（アップグレードはサポートしません）

Cisco Unified Communications Answer File Generatorは、次の URLでアクセスできます。

http://www.cisco.com/web/cuc_afg/index.html

Cisco Unified Communicationsアンサーファイルジェネレータは、Internet Explorerバージョ
ン 6.0以降およびMozillaバージョン 1.5以降をサポートしています。

Linux 2.4対応のUSBキーを使用してください。設定ファイル用に、Linux 2.4互換であらか
じめフォーマットされている USBキーの使用を推奨します。これらのキーはW95 FAT32
フォーマットを使用します。

   Cisco Intercompany Media Engine インストレーションコンフィギュレーションガイド、リリース
9.0(1)

4

Cisco IME サーバのインストールと設定
よくある質問

http://www.cisco.com/web/cuc_afg/index.html


どのようなサーバがサポートされますか。

サポートされているサーバモデルについては、ご使用の製品リリースのリリースノートを

参照してください。

どの SFTPサーバがサポートされますか。

どのような SFTPサーバ製品でも使用できますが、シスコでは Cisco Technology Developer
Partner（CTDP）プログラムでシスコが認定した SFTP製品を推奨します。 GlobalSCAPEな
どの CTDPパートナーは、自社製品での特定のバージョンの Cisco Unified Communications
Managerの使用を保証しています。

サポートされている Cisco Unified Communicationsバージョンの GlobalSCAPEでの使用につ
いては、次の URLを参照してください。

http://www.globalscape.com/gsftps/cisco.aspx

シスコでは、次のサーバを内部テストに使用しています。これらのサーバのいずれかを使

用できますが、サポートについてはベンダーに問い合わせてください。

• Open SSH（http://sshwindows.sourceforge.net/を参照）

• Cygwin（http://www.cygwin.com/を参照）

• Titan（http://www.titanftp.com/を参照）

CTDPプロセスによる認証を受けていないサードパーティ製品に関連する問題のサポートに
ついては、サードパーティベンダーにお問い合わせください。

サーバに他のソフトウェアをインストールできますか。

ソフトウェアのインストールとアップグレードは、すべてコマンドラインインターフェイ

ス（CLI）で行う必要があります。システムがアップロードして処理できるのは、シスコが
承認したソフトウェアだけです。未承認のサードパーティソフトウェアアプリケーション

のインストールや実行はできません。

インストール前の設定の実施
Cisco Intercompany Media Engineを確実にインストールするために、次に示すインストール前の作
業を行います。

手順

ステップ 1 このマニュアル全体をよく読み、インストール手順についてよく理解します。

ステップ 2 シスコは、Cisco IMEのサイト分析と計画のセッションを完了しておくことを推奨します。これに
は、オフパス適応型セキュリティアプライアンス（ASA）の設定、IPアドレッシング、ピンホー
ル、スタティックネットワークアドレス変換（NAT）、非武装地帯（DMZ）の設定が含まれま
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す。現在のネットワーク設定に適用される Cisco IME要求事項について理解しておく必要があり
ます。

『Cisco Unified Communications SRND』

ステップ 3 企業のファイアウォールで、必要なトラフィックを有効にします。Cisco IntercompanyMediaEngine
の設計と導入の早い段階で、企業のファイアウォールや DMZの管理チーム（ITチームや情報セ
キュリティチームなど）と協力しておく必要があります。 Cisco IMEコールの開始前に、企業の
ファイアウォールに必要なアクセスコントロールリスト（ACL）がすべて承認され、実装されて
いるようにします。

ステップ 4 製造元が提供するユーティリティを実行して、すべての新規サーバハードウェアの整合性を検証

します（ハードドライブやメモリなど）。

ステップ 5 新規サーバを接続するスイッチポートのネットワークインターフェイスカード（NIC）の速度と
デュプレックス設定を記録します。サーバとスイッチポートのNIC設定を同じにする必要があり
ます。 GigE（1000/FULL）の場合、NICとスイッチポート設定は Auto/Autoにする必要があり、
固定値は設定しません。

シスコサーバに接続するスイッチポートすべてで PortFastを有効にします。 PortFastを有効にす
ると、転送遅延をなくすことによりスイッチはポートをブロック状態から転送状態へすぐに変更

します（転送遅延は、スパニングツリープロトコル（STP）ラーニングおよびリスニングステー
トから転送ステートに変わるまでポートが待つ時間の長さを指します）。

ステップ 6 Cisco IMEをインストール予定のサーバすべてが正しくDNSに登録されていることを確認します。
GoDaddy.comサーバと intercompanymedianetwork.comブートストラップサーバの解決と
pingが実行できる必要があります。

ステップ 7 Cisco IMEライセンスファイルを取得します。
ライセンスファイルの取得, （10ページ）を参照してください。

ステップ 8 インストール予定の各サーバの設定値を記録します。

設定値の記録については、サーバ設定データを参照してください。

企業および外部のファイアウォールの設定

この項では、IMEトラフィックをサポートするために設定する必要がある、必要最低限のポート
について説明します。「企業のファイアウォール設定」の表では、企業のファイアウォールに設

定する必要があるポートの概要を示します。「外部 Cisco IME ASAファイアウォール」の表で
は、オフパス ASAに設定する必要があるポートの概要を示します。これらの表中のポート設定
は、デフォルト設定に基づいています。デフォルト設定を変更した場合、これらの設定を更新す

る必要があります。

ご使用のネットワークに他のサーバ/ポートが必要な場合、そのトラフィックの許可も必要です。
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表 1：企業ファイアウォール設定

説明ポートプロト

コル

宛先ソース方向イン

ター

フェイ

ス

CiscoUnifiedCMとASA
シグナリングアドレス

とのオフパスマッピン

グ。クラスタ内の各

CiscoUnified CMにエン
トリが必要。

8060TCPオフパス ASA内
部シグナリング

アドレス（物理ア

ドレスと同じ）

Cisco Unified
CM IPアドレ
ス

インバ

ウンド

内側

CiscoUnifiedCMとASA
シグナリングアドレス

とのオフパスマッピン

グ。クラスタ内の各

CiscoUnified CMにエン
トリが必要。

1024～
65535

TCPオフパス ASA内
部シグナリング

アドレス（物理ア

ドレスと同じ）

Cisco Unified
CM IPアドレ
ス

インバ

ウンド

内側

ASAシグナリングアド
レスとCiscoUnified CM
との間の SIPシグナリ
ング。クラスタ内の各

CiscoUnified CMにエン
トリが必要。ポート番

号設定可能。

5060TCPCisco Unified CM
IPアドレス

オフパス

ASA内部シ
グナリング

アドレス（物

理アドレスと

同じ）

インバ

ウンド

DMZ

Cisco IMEと Cisco
Unified Communications
Managerとの間の VAP
通信

5620TCPCisco IMEサーバ
DMZ IPアドレス

Cisco Unified
CM IPアドレ
ス

インバ

ウンド

内側
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説明ポートプロト

コル

宛先ソース方向イン

ター

フェイ

ス

UDPポートは、Cisco
IMEが有効な ASAメ
ディアの終端アドレス

設定および同時コール

数に基づいて制限可能

です。

16384～
32767

UDPオフパス ASA内
部メディアの終端
IP

ユニファイド

コミュニケー

ションデバ

イスすべて

（MeetingPlace、
ボイスメー

ル、ソフトク

ライアント

IP範囲、音
声ゲートウェ

イなど、ASA
経由の通信が

必要なすべて

のメディア

デバイスを含

む）

インバ

ウンド

内側

メディアトラフィック

の UDPポート
16384～
32767

UDPユニファイドコ

ミュニケーション

デバイスすべて

（MeetingPlace、
ボイスメール、ソ

フトクライアント

IP範囲、音声
ゲートウェイな

ど、ASA経由の
通信が必要なすべ

てのメディアデ

バイスを含む）

オフパス

ASA内部メ
ディアの終端
IP

（送信元ポー

ト範囲は

Cisco IME設
定に基づいて

制限可能で

す）

インバ

ウンド

DMZ

ライセンスやソフト

ウェアのアップロー

ド、アップグレード、

CLIアクセスのための
Cisco IMEサーバへの
SFTPアクセス

22TCPCisco IMEサーバ
DMZ IPアドレス

内部ネット

ワークまたは

いずれかの管

理ワークス

テーション

インバ

ウンド

内側
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説明ポートプロト

コル

宛先ソース方向イン

ター

フェイ

ス

Cisco IMEサーバからの
RTMTダウンロード

443HTTPSCisco IMEサーバ
DMZ IPアドレス

内部ネット

ワークまたは

いずれかの管

理ワークス

テーション

インバ

ウンド

内側

GoDaddyからの証明書
ダウンロード

443HTTPSGoDaddy Webサ
イト

Cisco IME
サーバ DMZ
IPアドレス

インバ

ウンド

DMZ

Cisco IMEサーバからイ
ンターネットへのアウ

トバウンド IME分散
キャッシュ通信

6084TLS任意Cisco IME
サーバ DMZ
IPアドレス

インバ

ウンド

DMZ

インターネットから

Cisco IMEサーバへのイ
ンバウンド IME分散
キャッシュ通信

6084TLSCisco IMEサーバ
DMZ IPアドレス

任意インバ

ウンド

外側

Cisco IMEサーバからイ
ンターネットへのアウ

トバウンド IME分散
キャッシュ通信

8470TLS任意Cisco IME
サーバ DMZ
IPアドレス

インバ

ウンド

DMZ

インターネットから

Cisco IMEサーバへのイ
ンバウンド IME分散
キャッシュ通信

8470TLSCisco IMEサーバ
DMZ IPアドレス

任意インバ

ウンド

外側

表 2：外部 Cisco IME ASA ファイアウォール（オフパス ASA）

説明ポー

ト

プロトコ

ル

宛先の説

明

ソースの説明方向インター

フェイス

リモート Cisco Unified CM
への内部 Cisco Unified CM
シグナリング（リモート

PAT設定）

5560
～
5590

TCPリモート
Cisco
Unified
CM

Cisco Unified
CM IPアドレ
ス

インバ

ウンド

DMZ
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説明ポー

ト

プロトコ

ル

宛先の説

明

ソースの説明方向インター

フェイス

リモート Cisco Unified CM
への内部 Cisco Unified CM
シグナリング（リモート

PAT設定）

5060TCPリモート
Cisco
Unified
CM

Cisco Unified
CM IPアドレ
ス

インバ

ウンド

DMZ

内部 Cisco Unified CMへの
リモート Cisco Unified CM
シグナリング

5060TCPCisco
Unified
CM IPア
ドレス

任意インバ

ウンド

外側

関連トピック

インストール前の設定の実施, （5ページ）

ライセンスファイルの取得

製品付属の製品認可キー（PAK）を使用して、Cisco IMEサーバに必要なライセンスを取得できま
す。ライセンスファイルには、Cisco IMEのサポートされているバージョン、Cisco IMEサーバ
のMACアドレス、ライセンスされたCisco IMEアプリケーション数（ピアカウント）、GoDaddy
からの証明書取得に必要な情報（タグと署名）が含まれます。証明書によって、Cisco IMEサー
バが IME分散キャッシュリング上にある他の Cisco IMEサーバへの TLS接続を確立できるよう
になります。

Cisco IMEサーバのライセンスファイルを取得するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco IntercompanyMedia Engineの注文に付属の製品認証キー（PAK）を、http://www.cisco.com/go/
licenseの License Registration Webツールに入力します。

ステップ 2 [送信(Submit)]をクリックします。

ステップ 3 システムプロンプトの指示に従います。 Cisco Intercompany Media Engineをインストール予定の
サーバのネットワークインターフェイスカード（NIC）のMACアドレスと、有効な電子メール
アドレスを入力する必要があります。MACアドレスを知るには、Cisco IMEコマンドラインイン
ターフェイス（CLI）にログインし、show statusと入力します。 [ライセンスMAC(License MAC)]
フィールドにMACアドレスが表示されます。
入力した電子メールアドレス宛てに電子メールでライセンスファイルが送信されます。

ライセンスファイルの形式は、IME<timestamp>.licです。 .lic拡張子を保持していれば、
ライセンスファイルの名前を変更することもできます。ファイルの内容に何らかの編集を加える

と、ライセンスは使用できなくなります。
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ステップ 4 ステップ 3で入力したMACアドレスに一致するサーバに、ライセンスファイルをアップロード
します。

ライセンスファイルのアップロード, （22ページ）を参照してください。

ライセンスファイルの例

次のコードは、Cisco IMEライセンスファイルの例を示しています。
INCREMENT IME_SERVICE cisco 8.0 permanent uncounted \VENDOR_STRING=<ime>
<peercount>5</peercount><tag>163d18ab727c0fa14fce75c6651b1362</tag>
<signature>154fe09fdbb012407cbfac8c74c55cb6be460199c813b0af29b83bc3b10824519bef7427f7a
be7a7b9e6692e9b905e73fa9a1199c90ef7fd269c89f0a9179677bbee34cb1eeb915f03e2372cb1e9d272d
af907be0077c7fd128ecc0216f036bb9447f06857cdcb4b066e746dc80ebe33fc212117b5c6c95aa404751
6120e403c320f703a9a94ac7c177a07963dd83aa79b75c1c585250481bce340ef3bf02f86633f245cbfaef
c2a1851b29c6cf48f580655c8a983b65d5584e316f350a15ff90478cbcb8e39128049edbb6972b33203130
00f28db28cc51a8eb7666a40184cb5389e216cdfeac7c1d42b0e4fdf2c608bea28faeff807fcc0862497dd
59ca676</signature></ime><LicFileVersion>1.0</LicFileVersion> \
HOSTID=00163569b2e0 \
NOTICE="<LicFileID>20090730162506350</LicFileID><LicLineID>1</LicLineID> \
<PAK></PAK>" SIGN="0288 1F4A 07D6 0C34 F35B D4D5 0339 C538 \
AC1E BC65 8697 9D5F 18D3 A57D 27DD 18D2 8C3B 14BA E72F 4932 \
E27D 7BE9 C410 5477 9B85 AAF7 2F42 8C44 0985 CFF1"

関連トピック

インストール前の設定の実施, （5ページ）

サーバ設定データ

サーバ情報

一部のフィールドはオプションであり、ご使用の設定には適用されない場合があります。表の一

番右の列に、インストール後にフィールドを変更できるかどうかを示しています。また、変更可

能な場合は、該当するコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドを記載しています。

フィールドの一部はインストールが完了してしまうと、ソフトウェアを再インストールしない

限り変更できなくなります。そのため、適切な値を入力するように注意してください。

注意
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表 3：サーバ設定データ

エントリの変更可否説明パラメータ

インストール後はエントリを変

更できません。

インストール後に追

加の管理者アカウン

トを作成することは

できますが、元の管

理者アカウントの

ユーザ IDは変更でき
ません。

（注）

このフィールドは、Cisco
Intercompany Media Engineサー
バ上の CLIへのセキュアシェ
ルアクセスに使用する管理者

アカウントのユーザ IDを指定
します。

[管理者ID(Administrator ID)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI>set password admin

このフィールドは、CLIへのセ
キュアシェルアクセスに使用

する管理者アカウントのパス

ワードを指定します。

このパスワードは、adminsftp
ユーザでも使用します。

adminsftpユーザは、ローカル
バックアップファイルへのア

クセスやサーバライセンスの

アップロードなどに使用しま

す。

パスワードは最低6文字とし、
英数字、ハイフン、アンダース

コアを使用するようにします。

[管理者パスワード(Administrator
Password)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI >set web-security

リストから、インストール環境

に応じて適切な国を選択しま

す。

入力した値は、証明

書署名要求（CSR）
の生成に使用されま

す。

（注）

[国(Country)]

インストール後にエントリを変

更しないでください。

シスコは、[DHCP]オプション
に [いいえ(No)]を選択するよう
要求します。 [いいえ(No)]を選
択した後、ホスト名、IPアドレ
ス、IPマスク、ゲートウェイを
入力します。

[DHCP]
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エントリの変更可否説明パラメータ

インストール後にエントリを変

更しないでください。

DNSサーバは、ホスト名を IP
アドレスに、IPアドレスをホス
ト名に解決します。

Cisco IMEではDNSサーバの使
用が必須です。 [はい(Yes)]を
選択して、DNSを有効にしま
す。

[DNS有効(DNS Enable)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set network dns

DNSとネットワークの情報を
参照するには、次のCLIコマン
ドを使用します。

CLI > network eth0 detail

プライマリ DNSサーバとして
指定するDNSサーバの IPアド
レスを入力します。 IPアドレ
スは、ドット付き 10進表記
（ddd.ddd.ddd.ddd）で入力
します。

[DNSプライマリ(DNSPrimary)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set network dns

セカンダリ DNSサーバ（オプ
ション）として指定する DNS
サーバの IPアドレスを入力し
ます。

[DNSセカンダリ(DNS
Secondary)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set network gateway

ネットワークゲートウェイの

IPアドレスを入力します。

ゲートウェイがない場合でも、

このフィールドには

255.255.255.255を設定する必要
があります。ゲートウェイが

ない場合、通信はご使用のサブ

ネット上のデバイスだけに制限

されます。

[ゲートウェイアドレス(Gateway
Address)]

インストール後にエントリを変

更できます。

CLI > set network hostname

サーバの一意なホスト名を入力

します。

ホスト名は最大 64文字で、英
数字とハイフンを使用できま

す。ハイフンは先頭に使用で

きません。

[ホスト名(Hostname)]
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エントリの変更可否説明パラメータ

インストール後にエントリを変

更できます。

CLI > set network ip eth0

ネットワーク耐障害

性が有効になってい

る場合、IPアドレス
の変更前に set network
failover disと入力して
無効にする必要があ

ります。 IPアドレス
変更後、set network
failover enaと入力し
てネットワーク耐障

害性を再度有効にし

ます。

（注）

ご使用のサーバの IPアドレス
を入力します。

[IPアドレス(IP Address)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set network ip eth0

このマシンの IPサブネットマ
スクを入力します。

[IPマスク(IP Mask)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set web-security

サーバの場所を入力します。

システムは、サードパーティの

証明書取得に使用する証明書署

名要求（CSR）の生成にこの情
報を使用します。

組織にとって意味のある任意の

場所を入力できます。たとえ

ば、サーバの所在する都道府県

や都市にします。

[ロケーション(Location)]
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エントリの変更可否説明パラメータ

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set network mtu

最大伝送単位（MTU）は、ホ
ストがネットワーク上で送信す

る最大のパケットをバイト単位

で表します。

ご使用のネットワークのMTU
サイズをバイト単位で入力しま

す。ネットワークのMTU設定
がよくわからない場合、デフォ

ルト値を使用します。

デフォルトでは 1500バイトが
指定されます。

[MTUサイズ(MTU Size)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set network nic

ネットワークインターフェイ

スカード（NIC）のデュプレッ
クスモードを Fullと Halfから
選択します。

ネットワークインターフェイ

スカード（NIC）のデュプレッ
クスモードを Fullと Halfから
選択します。

[NICデュプレックス(NIC
Duplex)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set network nic

NICのスピードを、10メガビッ
ト毎秒と100メガビット毎秒か
ら選択します。

このパラメータは、自動ネゴシ

エーションを使用しないよう選

択した場合にだけ表示されま

す。

[NICスピード(NIC Speed)]
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エントリの変更可否説明パラメータ

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > utils ntp server

同期に使用する1つ以上のネッ
トワークタイムプロトコル

（NTP）サーバのホスト名また
は IPアドレスを入力します。

NTPサーバは5つまで入力でき
ます。

互換性、精度、およびネット

ワークジッターに関する潜在

的な問題を回避するには、プラ

イマリノードに指定した外部

NTPサーバが NTP v4（バー
ジョン 4）である必要がありま
す。 IPv6アドレッシングを使
用している場合、外部 NTP
サーバは NTP v4である必要が
あります。

[NTPサーバ(NTP Server)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set web-security

組織の名前を入力します。

このフィールドを使用して、複

数の組織ユニットを入力できま

す。複数の組織ユニット名を

入力するには、エントリをカン

マで区切ります。カンマを含

むエントリの場合、エントリの

一部に含まれるカンマの前に

バックスラッシュを入力しま

す。

入力した値は、証明書署名要求

（CSR）の生成に使用されま
す。

[組織(Organization)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set password security

パスワードは、最低6文字の英
数字である必要があります。

パスワードにはハイフンとアン

ダースコアを使用できますが、

先頭に使用できるのは英数字だ

けです。

このパスワードを保存します。

[セキュリティパスワード
(Security Password)]
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エントリの変更可否説明パラメータ

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set web-security

サーバの所在する都道府県を入

力します。

入力した値は、証明書署名要求

（CSR）の生成に使用されま
す。

[都道府県(State)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set timezone

現在のタイムゾーン設定を参

照するには、次のCLIコマンド
を入力します。

CLI > show timezone config

このフィールドは、現地タイム

ゾーンと、グリニッジ標準時

（GMT）からの差を指定しま
す。

マシンの所在地に適したタイム

ゾーンを選択します。

[タイムゾーン(Time Zone)]

次のCLIコマンドを使用してイ
ンストール後にエントリを変更

できます。

CLI > set password admin

ユニットを入力します。

入力した値は、証明書署名要求

（CSR）の生成に使用されま
す。

[ユニット(Unit)]

インストールウィザードのナビゲーション

表 4：ナビゲーションのオプションと操作

キーボード操作ナビゲーションのオプション

Tab次のフィールドへ移動

Alt+Tab前のフィールドへ移動

Spaceバーまたは Enterオプションの選択

↑または↓リスト内のスクロール

Spaceバーまたは Enterを押し、[戻る(Back)]を
選択（使用可能な場合）

前のウィンドウに戻る

Spaceバーまたは Enterを押し、[ヘルプ(Help)]
を選択（使用可能な場合）

ウィンドウについてのヘルプ表示
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関連トピック

インストール前の設定の実施, （5ページ）

インストールの開始

新しいサーバにソフトウェアがプレインストールされている場合、新しい製品リリースを使用

してそのサーバのイメージを再作成する場合以外は、DVDからインストールする必要はあり
ません。

（注）

インストールを開始するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 インストール DVDをトレイに入れてサーバを再起動し、DVDからサーバを起動します。
サーバの起動処理が完了すると、[DVDが見つかりました(DVD Found)]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 メディアチェックを実行する場合、[はい(Yes)]をクリックします。
すでにメディアチェックに合格している DVDの場合、メディアチェックのスキップを選択でき
ます。

メディアチェックでは DVDの整合性がチェックされ、[メディアチェックの結果(Media Check
Result)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [はい(Yes)]を選択した場合は、次のいずれかの作業を実行します。

• [メディアチェックの結果(Media Check Result)]で [合格(Pass)]と表示された場合は、[OK]を
クリックしてインストールを続行します。

•メディアがメディアチェックに失敗した場合は、別のコピーを Cisco.comからダウンロー
ドするか、別の DVDを直接シスコから入手します。

システムインストーラは次のハードウェアチェックを実行して、システムが正しく設定されてい

ることを確認します。インストーラがハードウェア設定に何らかの変更を加える場合、システム

の再起動を求めるプロンプトが表示されます。リブートの間も DVDはドライブに入れたままに
しておいてください。

•最初に、インストールプロセスは正しいドライバかどうかをチェックします。次の警告が
表示された場合は、[はい(Yes)]をクリックします。
「ハードドライブが見つかりません。(No hard drives have been found.)インストールを完了す
るには、デバイスドライバを手動で選択する必要があります。(You probably need to manually
choose device drivers for install to succeed.)今すぐドライバを選択しますか(Would you like to
select drivers now?)」

•インストールでは次に、サポートされているハードウェアプラットフォームかどうかをチェッ
クします。サーバがハードウェア要件を厳密に満たしていない場合、インストールプロセ
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スに重大なエラーが発生して失敗します。この失敗が正常なものでないと思われる場合、エ

ラーをキャプチャしてシスコサポートに報告します。

•インストールプロセスは次に、RAID設定と BIOS設定を確認します。
この手順が繰り返された場合は、もう一度 [はい(Yes)]をクリックしてくださ
い。

（注）

•インストールプログラムで BIOS更新が必要な場合、システムの再起動が必要なことが通知
されます。何かキーを押してインストールを継続します。

ハードウェアチェックが完了すると、[製品展開の選択(Product Deployment Selection)]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
ソフトウェアが現在サーバにインストールされている場合、[ハードドライブの上書き(Overwrite
HardDrive)]ウィンドウが表示され、ハードドライブ上の現在のソフトウェアのバージョンとDVD
上のバージョンとが表示されます。インストールを継続する場合 [はい(Yes)]を、キャンセルする
場合 [いいえ(No)]をクリックします。

[ハードドライブの上書き(Overwrite Hard Drive)]ウィンドウで [はい(Yes)]を選択すると、
ハードドライブにある既存のデータはすべて上書きされて消去されます。

注意

[プラットフォームインストレーションウィザード(Platform Installation Wizard)]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 5 次のいずれかの作業を実行します。

•設定情報を手動で入力し、設定済みのソフトウェアをインストールプログラムによってサー
バにインストールする場合は、[続行(Proceed)]をクリックして、基本インストールを続行し
ます。

•次の作業のいずれかを行う場合は、[スキップ(Skip)]をクリックして続行します。

◦サーバにプリインストールされたソフトウェアを手動で設定：この場合、ソフトウェア
のインストールは必要ありませんが、プリインストールされたソフトウェアの設定が必

要です。

◦無人インストールを実行：この場合、USBキーまたはフロッピーディスクに保存した
既存の設定情報を使用します。

◦ソフトウェアをインストールしてから手動で設定：この場合、インストールプログラ
ムがソフトウェアをインストールし、手動設定を求めるプロンプトが表示されます。

サーバにまずアプリケーションをプリインストールしておき、設定情報は後で入力する

場合、[スキップ(Skip)]を選択します。この方法は、他の方法より時間がかかる場合が
あります。

システムの再起動後、[既存のインストール設定(Preexisting InstallationConfiguration)]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 6 インストールプログラムの手順に従います。

ステップ 7 自動ネゴシエーションを有効にするか、無効にするかを指定します。
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インストールプロセスでは、イーサネットネットワークインターフェイスカード（NIC）の速
度とデュプレックスの設定を自動ネゴシエーションによって自動設定するように設定できます。

この設定はインストール後に変更できます。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、[はい(Yes)]をクリックします。
このオプションを使用する場合、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴシ

エーションに対応している必要があります。

（注）

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[いいえ(No)]をクリックします。

◦ NICの適切な速度とデュプレックス設定を選択し、[OK]をクリックします。

[MTU設定(MTU Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 MTUサイズを変更します。
最大伝送単位（MTU）は、ホストがネットワーク上で送信する最大のパケットをバイト単位で表
します。ネットワークのMTU設定がよくわからない場合、デフォルト値として指定されている
1500バイトを使用します。

MTUサイズの設定が不適切な場合、ネットワークのパフォーマンスが低下する場合があ
ります。

注意

•デフォルト値（1500バイト）を使用する場合は、[いいえ(No)]をクリックします。

• MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更する場合、[はい(Yes)]をク
リックします。

◦新しいMTUサイズを入力し、[OK]をクリックします。

[DHCP設定(DHCP Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 DHCPを選択するかどうか尋ねられたときは、[いいえ(No)]をクリックします。
シスコではダイナミックホスト設定プロトコル（DHCP）ではなく、サーバにスタティックなネッ
トワーク IPアドレスを設定することを要求しています。
[スタティックネットワーク設定(Static Network Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 スタティックなネットワーク設定値を設定し、[OK]をクリックします。
[DNSクライアント設定(DNS Client Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 11 [はい(Yes)]をクリックして、DNSを有効にします。
シスコは、DNSを有効にすることを要求します。

ステップ 12 DNSクライアント情報を入力し、[OK]をクリックします。
新しい設定情報を使用してネットワークが再起動します。[管理者ログイン設定(AdministratorLogin
Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 インストールプログラムの手順に従います。

ステップ 14 外部 NTPサーバを設定するか、システム時刻を手動設定するかを選択します。
シスコでは、正確なシステム時刻のため、外部 NTPサーバの使用を推奨します。外部 NTPサー
バがストラタム 9以上まで識別できる（つまり、ストラタム 1～ 9を含む）ことを確認します。

•外部 NTPサーバをセットアップする場合、[はい(Yes)]をクリックします。
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最低 1つの NTPサーバの IPアドレス、NTPサーバ名または NTPサーバプール名を入力し
ます。 NTPサーバは 5つまで設定できます。シスコでは、最低 3つの NTPサーバを設定す
ることを推奨します。 [続行(Proceed)]をクリックしてインストールを継続します。

[テスト(Test)]ボタンが表示された場合、[テスト(Test)]を選択してNTPサーバにア
クセスできるかどうかを確認できます。

（注）

システムは NTPサーバと接続し、自動でハードウェアクロックに時刻を設定します。

•システム時刻を手動設定する場合、[いいえ(No)]をクリックします。
ハードウェアクロックに設定する適切な日付と時刻を入力します。 [OK]をクリックしてイ
ンストールを継続します。

[セキュリティ設定(Security Configuration)]ウィンドウが開きます。

ステップ 15 手順に従って、インストールプログラムを完了させます。

システムがソフトウェアのインストールと設定を行います。 DVDドライブがイジェクトされ、
サーバが再起動します。DVDを再挿入しないでください。インストールプロセスが完了すると、
管理者アカウントとパスワードでログインするようプロンプトが表示されます。

次の作業

インストール後の設定の実施, （21ページ）

インストール後の設定の実施
サーバにソフトウェアをインストールした後、以下のリストの手順に従い、インストール後の作

業を実行する必要があります。

手順

ステップ 1 クライアントマシンにリアルタイムモニタリングツールをインストールします。

リアルタイムモニタリングツールを使用して、システムの健全性のモニタや、ログの参照と収集

が行えます。

リアルタイムモニタリングツールのインストール手順と詳しい情報については、RTMTのインス
トールを参照してください。

ステップ 2 Cisco Intercompany Media Engineライセンスファイルをサーバにアップロードします。
ライセンスファイルのアップロード, （22ページ）を参照してください。

ステップ 3 Cisco Intercompany Media Engine証明書を GoDaddy.comから取得します。
証明書の購入と登録, （23ページ）および証明書の更新, （24ページ）を参照してください。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerと Cisco Intercompany Media Engineとの間のセキュアな通信
のために、自己署名証明書またはサードパーティの証明書にアクセスし、インストールします。

次の項を参照してください。
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•自己署名証明書の生成

•サードパーティ証明書の生成

ステップ 5 バックアップの設定を行います。

Cisco Intercompany Media Engineデータは毎日バックアップするようにします。ディザスタリカ
バリシステムを参照してください。

ステップ 6 VAPサーバをセットアップします。
詳細については、VAPサーバのセットアップ, （25ページ）を参照してください。

ステップ 7 Cisco IMEサーバをセットアップします。
詳細については、IMEサーバのセットアップ, （26ページ）を参照してください。

ライセンスファイルのアップロード

次の手順を実行して、ライセンスファイルの申請時に入力したMACアドレスを持つ Cisco IME
サーバに、ライセンスファイルをアップロードします。ライセンスファイルの取得については、

ライセンスファイルの取得, （10ページ）を参照してください。

はじめる前に

サーバに Cisco IMEサーバソフトウェアがインストールされていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco IMEライセンスファイル（.lic）を、ローカルハードドライブ上の一時ディレクトリに保存
します。

ステップ 2 SFTPクライアントを開き、インストール中にセットアップしたadminsftpユーザと管理者パスワー
ドを使用して Cisco IMEサーバに接続します。

ステップ 3 cd licenseと入力してライセンスディレクトリに移動し、このディレクトリにライセンスファイ
ルをコピーします。

ステップ 4 put<license filename>と入力します。ここで、<license filename>には電子メールで受
け取ったライセンスファイルの名前を指定します。

ステップ 5 Cisco IMEコマンドラインインターフェイス（CLI）にログインして utils ime license file install
<license filename>と入力し、Cisco IMEライセンスをアップロードします。

受信するライセンスファイルの形式は、IME<タイムスタンプ>.licです。 .lic拡張子を
保持していれば、ライセンスファイルの名前を変更することもできます。ファイルの

内容に何らかの編集を加えると、ライセンスは使用できなくなります。

（注）

インストール後、サーバはライセンスファイルを/usr/local/ime/conf/licfilesに保存し
ます。サーバはライセンスログを /active/cm/trace/ime/licensing/log4jに保存しま
す。

   Cisco Intercompany Media Engine インストレーションコンフィギュレーションガイド、リリース
9.0(1)

22

Cisco IME サーバのインストールと設定
ライセンスファイルのアップロード

CIME_BK_I7F2FF08_00_ime-installation-configuration-guide-90_chapter_011.pdf#unique_35
CIME_BK_I7F2FF08_00_ime-installation-configuration-guide-90_chapter_011.pdf#unique_36
CIME_BK_I7F2FF08_00_ime-installation-configuration-guide-90_chapter_0110.pdf#unique_37
CIME_BK_I7F2FF08_00_ime-installation-configuration-guide-90_chapter_0110.pdf#unique_37


関連トピック

インストール後の設定の実施, （21ページ）

証明書の購入と登録

IME分散キャッシュリングの証明書は、GoDaddyが提供します。GoDaddyは、タグ、peerIDCount、
署名など Cisco IMEライセンス内の情報を使用して各サーバを一意に識別し、証明書を生成しま
す。

Cisco IMEサーバ用の証明書は、GoDaddyのWebサイトで購入します。証明書購入後、GoDaddy
に証明書を登録します。登録プロセスでは、証明書を取得できる有効なサーバがあることを示す

情報を提供します。証明書は購入日から 1年間有効です。

Cisco IMEサーバは、有効期限日付の前に証明書の更新を試みます。自動登録に失敗した場合、
サーバは EnrollFailureアラームを生成します。この場合、証明書の手動更新が必要です。証明書
の更新の詳細については、証明書の更新, （24ページ）を参照してください。

新規証明書の購入と登録は、次の手順に従います。

はじめる前に

ライセンスをCisco IMEサーバにインストールします。手順は、ライセンスファイルのアップロー
ド, （22ページ）に説明されています。

手順

ステップ 1 http://www.godaddy.comに移動します。

ステップ 2 アカウントマネージャにログインします。

ステップ 3 [使用している製品(MyProducts)]セクションで、[SSL証明書(SSLCertificates)]をクリックします。

ステップ 4 Cisco IMEサーバ用の証明書を購入します。
証明書購入の詳細については、GoDaddyのWebサイト上にあるCisco IntercompanyMedia
Engine証明書の要求とインストールについてのサポートトピック（http://help.godaddy.com/
article/5414）を参照してください。

（注）

購入プロセスでは、ご使用のサーバのサーバ IDの入力が必要です。この IDを入手するには、
Cisco IMEサーバの CLIにログインし、show ime certenrollment server IDと入力します。

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、Cisco IMEサーバ CLIに utils ime certenrollment enrollと入力し

て Cisco IMEサーバに証明書をインストールします。

ステップ 6 登録に成功した場合、Cisco IMEサーバは SuccessfulEnrollmentアラートを生成します。失敗した
場合、EnrollFailureアラートを生成します。

ステップ 7 Cisco IMEサーバ上の証明書を表示するには、CLIに移動して show cert own

intercompanymedianetworkと入力します。
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システムは、手動登録と自動登録のログファイルを、ディレクトリ

/active/platform/log/cli*.logと/active/platform/log/certm.logにそ
れぞれ保存します。

（注）

関連トピック

インストール後の設定の実施, （21ページ）

証明書の更新

次の手順で証明書を手動更新する必要があります。

手順

ステップ 1 http://www.godaddy.comに移動します。

ステップ 2 アカウントマネージャにログインします。

ステップ 3 [使用している製品(MyProducts)]セクションで、[SSL証明書(SSLCertificates)]を選択し、更新する
証明書を探します。

証明書更新の詳細については、GoDaddyのWebサイト上にあるCisco IntercompanyMedia
Engine証明書の更新についてのサポートトピック（http://help.godaddy.com/article/5415）
を参照してください。

（注）

ステップ 4 GoDaddyが支払を受領すると、次のいずれかのイベントが発生します。

• GoDaddyが以前の証明書の期限前に支払を受領した場合、証明書が更新され、それ以上の作
業は必要ありません。

• GoDaddyが以前の証明書の期限後に支払を受領した場合、Cisco IMEサーバCLIで utils ime

certenrollment enrollと入力します。

ステップ 5 登録に成功した場合、Cisco IMEサーバは SuccessfulEnrollmentアラートを生成します。失敗した
場合、EnrollFailureアラートを生成します。

ステップ 6 Cisco IMEサーバ上の証明書を表示するには、CLIに移動して show cert own

intercompanymedianetworkと入力します。

システムは、手動登録と自動登録のログファイルを、ディレクトリ

/active/platform/log/cli*.logと/active/platform/log/certm.logにそ
れぞれ保存します。

（注）

関連トピック

インストール後の設定の実施, （21ページ）
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VAP サーバのセットアップ
この手順に記載されているコマンドのオプションについて詳しくは、『Cisco Intercompany Media
Engine Command Line Interface Reference Guide』を参照してください。

VAPサーバをセットアップするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco IME CLIで、コマンド add ime vapserverを実行して VAPサーバの名前とポートを設定しま
す。

VAPサーバの名前、ポート、認証モードの指定を求められます。ここで入力する名前が、このイ
ンスタンスの固有識別子となります。 Cisco Unified Communications Managerの名前と一致させる
必要はありません。選択する認証モードは、Cisco Unified Communications Managerと一致させる
必要があります（暗号化済または認証済）。

同じ Cisco IMEサーバを使用する複数の Cisco Unified Communications Managerがある場
合、各クラスタに VAPサーバエントリを追加する必要があります。各 VAPサーバ名
に、一意のポート番号を指定してください。1つのインスタンスを認証済モード用、も
う 1つを暗号化済および認証済モード用にした、複数の VAPサーバインスタンスを持
つことができます。これらのインスタンスは、異なるポートを使用する必要がありま

す。

（注）

ステップ 2 コマンド show ime vapserver allを実行して、管理しているすべての VAPサーバを表示します。

ステップ 3 次のコマンドを実行して、設定した VAPサーバインスタンスごとに必要なオプションを設定し
ます。

シスコでは、認証モードを暗号化済に設定することを強く推奨しま

す。

（注）

• set ime vapserver authenticationmode

• set ime vapserver enabled

• set ime vapserver keepaliveinterval

• set ime vapserver maxconnectionsallowed

• set ime vapserver port

ステップ 4 コマンド add ime vapusercredentialsを実行して、Cisco IMEサーバの VAPユーザクレデンシャ
ルを設定します。

入力するアプリケーションのユーザ名とパスワードは、Cisco Unified Communications Managerの
管理ページでアプリケーションユーザに入力したものと一致している必要があります。

チケットのパスワードと Epochは、Cisco IME ASAで設定されたものと一致している必要があり
ます。シスコでは、最低 20文字のパスワードを作成することを推奨します。
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次の作業

Cisco IMEサーバをセットアップした後に、サーバは IME分散キャッシュに参加できるようにな
ります。詳細については、IMEサーバのセットアップ, （26ページ）を参照してください。

関連トピック

インストール後の設定の実施, （21ページ）

IME サーバのセットアップ
Cisco IMEサーバをセットアップするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco IMEサーバに外部アドレスをセットアップします。
詳細については、IMEサーバの外部アドレスのセットアップ, （27ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 2 次のコマンドを実行して、IMEサーバのピア IDのリストとブートストラップサーバの IPアドレ
スを表示します。

• show ime peerid

ピア IDが表示されない場合、Cisco IME証明書に問題がある可能性があります。設定を継続
する前に、この問題を修正する必要があります。

• show ime bootstrap ip

最低 1つの IPアドレスが表示されることを確認します。 IPアドレスがまったく表示されな
い場合、Cisco IMEが DNS経由でブートストラップサーバに接続できないことを意味しま
す。

ステップ 3 コマンド show ime dht summaryを実行して、IME分散キャッシュ上の IMEサーバの状態を確認し
ます。

例：
Peer ID = 514dd001c7553593ebefee2b076ad9d4
DHT Health....................... = GREEN
BootStrap: 5619e12c7a647e1d3364c8a46c9e58f7
Last Contact (sec).................. = 48
Current Sequence.................... = 1250036323
Num. Tokens Received................ = 3
Delay from BootStrap................ = 1
Peer Count Distance................. = 5

DHT Healthフィールドに、Peer IDフィールドのサーバのステータスが表示されます。緑色は正
常に動作している状態を示します。

ピア IDのステータスが緑色で表示されない場合、Cisco IME証明書が正しくインストールされて
いることを確認し、Cisco IMEポートと Cisco IME対応 ASAをチェックします。
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show ime addressingコマンドを使用して、パブリック IPアドレスが正しく設定されたことを確認
する必要がある場合もあります。

ステップ 4 コマンド set ime customerinfoを実行して、IMEサーバにお客様連絡先情報を設定します。
この情報はご使用の Cisco IMEサーバ上に保存され、シスコテクニカルサポートが Cisco IME
サーバの設定ミスを検出した場合にお客様に連絡するときに使用されます。

お客様情報の設定後、show ime customerinfoコマンドで情報を表示できます。

次の情報を尋ねるプロンプトが表示されます。

• [会社名(Company Name)]：Cisco IMEサーバを使用する企業の名前

• [ユニット名(Unit Name)]：企業内の部門（都市名や部署）

• [都道府県(State)]：サーバの位置する都道府県

• [国(Country)]：サーバの位置する国

• [サポート担当者名(Support Contact Name)]：ご使用のCisco IMEサーバでシスコが設定ミスを
検出した場合に連絡する担当者

• [サポート電子メール(Support Contact Email)]：会社のサポート連絡先電子メール

• [サポート電話番号(Support Contact Phone)]：サポート連絡先電話番号

関連トピック

インストール後の設定の実施, （21ページ）

VAPサーバのセットアップ, （25ページ）

IME サーバの外部アドレスのセットアップ
Cisco IMEサーバに外部アドレスを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco IME CLIにログインし、コマンド set ime addressing publicipaddrv4 external ip addrを

入力します。

例：

たとえば、Cisco IMEのパブリック IPアドレスが 65.65.65.65となる場合、set ime addressing

publicipaddrv4 65.65.65.65と入力します。

ステップ 2 コマンド show ime addressingを入力して設定を確認します。
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例：

次の例では、Cisco IMEサーバのパブリック IPアドレスとプライベート IPアドレスが表示されて
います。
admin: show ime addressing
=====================================
Public IP Address = 65.65.65.65
Private IP Address = 10.10.10.10
DHT Port = 6084
Validator Port = 8470
=====================================

関連トピック

インストール後の設定の実施, （21ページ）

IMEサーバのセットアップ, （26ページ）

管理者パスワードとセキュリティパスワードのリセット
パスワードのリセットプロセス実行では、システムコンソールを介してシステムに接続している

必要があります。つまり、サーバにキーボードとモニタを接続する必要があります。セキュア

シェルセッションを介してシステムに接続している場合、パスワードはリセットできません。

この手順の間、システムに物理的にアクセスできることを証明するため、有効な CDまたは
DVDをディスクドライブから取り出し、挿入することが必要になります。

（注）

手順

ステップ 1 次のユーザ名とパスワードでシステムにログインします。

•ユーザ名：pwrecovery

•パスワード：pwreset

[プラットフォームパスワードのリセットへようこそ(Welcome to platform password reset)]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 何かキーを押して継続します。

ステップ 3 ディスクドライブに CDや DVDが入っている場合、ここで取り出します。

ステップ 4 何かキーを押して継続します。

システムは、CDや DVDをディスクドライブから取り出したことをテストで確認します。

ステップ 5 ディスクドライブに有効な CDまたは DVDを挿入します。
このテストでは、音楽 CDではなくデータ CDを使用しま
す。

（注）
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システムはディスクが挿入されたことをテストで確認します。

ステップ 6 システムは、ディスクが挿入されたことを確認した後、次のオプションのいずれかを選択して継

続するようプロンプトを表示します。

•管理者パスワードをリセットするには、aを入力します。

•セキュリティパスワードをリセットするには、sを入力します。

•終了するには、qを入力します。

ステップ 7 選択したタイプの新しいパスワードを入力します。

ステップ 8 新しいパスワードを再入力します。

パスワードは、6文字以上である必要があります。システムは新規パスワードの強度をチェック
します。パスワードが強度チェックに合格しなかった場合、新しいパスワードを入力するよう求

められます。

ステップ 9 システムが新しいパスワードの強度を確認すると、パスワードがリセットされます。何かキーを

押してパスワードリセットユーティリティを終了するようプロンプトが表示されます。

Cisco IME のアップグレード
アップグレードプロセスを開始する前に、Cisco.comから適切なアップグレードファイルを入手
しておく必要があります。

次の手順で、Cisco IntercompanyMedia Engine（Cisco IME）サーバソフトウェアをアップグレード
します。

Cisco IMEをアップグレードする場合、Cisco Unified Communications Manager上で Cisco IME
サービスと通信するサービスは停止します。この停止により、Cisco Unified Communications
Managerは、アップグレードが完了し Cisco IMEサーバが新しいリリースに切り替えられるま
で一時的にルートの学習を停止します。この期間中、Cisco IMEサービスがダウンしているこ
とを示すアラートがCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバに表示されます。CiscoUnified
Communications Managerへの影響を最小限にするため、シスコでは Cisco IMEサーバのアップ
グレードは活動が少ない時間帯に行うことを強く推奨します。アップグレード手順には、約

20～ 30分かかります。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco IntercompanyMedia Engineサーバをアップグレードするためのアップグレードメディアを取
得します。

ステップ 2 Cisco.comからソフトウェア実行ファイルをダウンロードした場合、次のいずれかを実行します。

•次の手順を実行して、ローカルディレクトリからのアップグレードを準備します。

◦ Cisco IMEアップグレードファイルをローカルハードドライブの一時ディレクトリに
コピーします。

◦ダウンロードしたアップグレードファイルを ISOイメージとして DVDに焼き付け、
アップグレードディスクを作成します。

ダウンロードしたアップグレードファイルを ISOイメージとして DVDに焼
き付け、アップグレードディスクを作成します。

（注）

◦ SFTPクライアントを開き、インストール中にセットアップした adminsftpユーザと管理
者パスワードを使用して Cisco IMEサーバに接続します。

◦ cd upgradeと入力してアップグレードディレクトリに移動し、ライセンスファイルをそ
のディレクトリにコピーします。

◦ put <upgrade filename>と入力します。ここで、<upgrade filename>には
Cisco.comからダウンロードした、または DVDで入手したアップグレードファイルの
名前を指定します。

• put <upgrade filename>と入力します。ここで、<upgrade filename>には Cisco.com
からダウンロードした、または DVDで入手したアップグレードファイルの名前を指定しま
す。

シスコが準備したアップグレードディスクがある場合、ディスクの内容をリモートサーバ

にコピーします。

アップグレードファイルをダウンロードした場合、ダウンロードしたファイルをリモート

サーバにコピーします。

ステップ 3 DVDをサーバに挿入した後、もしくはアップグレードファイルをリモートサーバやローカルディ
レクトリにアップロードした後、Cisco IME CLIにログインし、utils system upgrade initiateと入力
します。

ステップ 4 アップグレードするときのソースを次の中から選択します。

• 1：リモートファイルシステム、SFTP経由

• 2：リモートファイルシステム、FTP経由

• 3：ローカル DVD/CD
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• 4：ローカルアップロードディレクトリ

ステップ 5 選択したアップグレードオプションのシステムプロンプトに従います。

ステップ 6 システムは、アップグレードプロセス完了時にプロンプトを表示します。バージョンの自動切り

替えオプションを選択しなかった場合、utils system switch-versionと入力し、さらに yesと入力し
てサーバの再起動と新しいソフトウェアバージョンへの切り替えを承認します。

ステップ 7 インストールが完了したら、Cisco IME CLIにログインし、次の内容を確認します。

• Cisco IME CLIにログインし、show ime dht summaryと入力して DHTの健全性のステータス
が緑色で表示されていることを確認します。サーバがリングに参加し、ステータスが緑色に

変わるまでに 20分かかる場合があります。

• show ime vapstatus summaryと入力して、[登録ステータス(Registration Status)]が [登録済み
(Registered)]になり、[クライアントIPADDR(Client IPADDR)]がCiscoUnifiedCommunications
Managerサーバの IPアドレスと同じになっていることを確認します。

ローカルアップグレードディレクトリからアップグレードした場合、ISOファイルは、アップグ
レードの完了後、ハードドライブ上のローカルディレクトリから自動的に削除されます。同じ

ロードを使用して別のアップグレードを行う必要がある場合は、ISOファイルをローカルディレ
クトリに再度コピーするか、別のソースを選択する必要があります。

トラブルシューティング
次の項を使用して、Cisco Intercompany Media Engineソフトウェアのインストール中に発生する問
題のトラブルシューティングを行います。

•インストール時のネットワークエラー, （31ページ）

•ログファイルの調査, （32ページ）

インストール時のネットワークエラー

インストールプロセスの中で、インストールプログラムは入力されたネットワーク設定を使用し

てサーバがネットワーク接続に成功するかどうかを検証します。サーバに接続できない場合、

メッセージが表示され、次のオプションのいずれかを選択するよう促されます。

• [再試行(RETRY)]：インストールプログラムによって、ネットワーキングの検証が再試行さ
れます。検証に失敗すると、エラーダイアログボックスが再度表示されます。

• [確認（インストールのチェック）(REVIEW (Check Install))]：このオプションでは、ネット
ワーキング設定を確認して変更できます。検出された場合、インストールプログラムはネッ

トワーク設定のウィンドウに戻ります。
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ネットワーキングは各ネットワーキングウィンドウの完了後に検証されるため、メッセージ

が複数回表示される場合があります。

• [停止(HALT)]：インストールを停止します。ネットワーク設定のトラブルシューティングに
役立てるため、インストールログファイルを USBディスクにコピーできます。

• [無視(IGNORE)]：インストールを継続します。ネットワーキングのエラーのログが記録され
ます。場合によっては、インストールプログラムがネットワーキングを複数回検証するこ

とがあり、このエラーダイアログボックスも複数回表示されます。ネットワークエラーを

無視して継続すると、インストールが失敗する場合があります。

ログファイルの調査

インストールの問題が発生した場合、コマンドラインインターフェイスで次のコマンドを入力し

てインストールログファイルを調査できます。

コマンドラインからインストールログファイルの一覧を取得するには、次のように入力します。

CLI>file list install *

コマンドラインからログファイルを表示するには、次のように入力します。

CLI>file view install log_file

log_fileにはログファイル名を指定します。

リアルタイムモニタリングツールを使用してログを表示することもできます。リアルタイムモ

ニタリングツールの使用とインストールについて詳しくは、『Cisco Unified Real Time Monitoring
Tool Administration Guide』を参照してください。

システム履歴ログを表示またはダウンロードすることにより、インストールイベントの詳細情報

を取得できます。詳細については、次の資料を参照してください。

•システム履歴ログ

•『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool Administration Guide』の「Working with Trace and Log
Central」の章
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